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第２章 将来のまちの姿と取り組み施策 

  

将来のまちの姿は、市民の皆様や事業者、行政がともに目指していく地下鉄沿線のま
ちの姿です。沿線のそれぞれの地区の個性や強み、地域の現状やまちづくり団体等の意
見もふまえながら、みんなで共有するおおむね 10 年後の将来像として定めます。 

将来のまちの姿に向けた取り組みを沿線のそれぞれの地区で進め、その取り組みを連
携させていくことで、都市軸としての魅力や価値が創出され、「地下鉄がつなぐ“せんだ
い彩杜”～十字の都市軸が織りなす、杜の都の多彩なライフスタイル～」の実現につな
がっていきます。 
 本章では、地域特性などから設定した沿線地区について、それぞれの将来のまちの姿
を示します。また、将来のまちの姿の実現に資する具体的な取り組みと目標時期も示し、
地域主体のまちづくりや民間開発が着実に進むよう誘導していきます。 
 
 

■本章で示している取り組み施策の凡例区分 

 

 
  

１ 基本的な考え方 
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選ばれる都市を実現するためには、新たな都市活動や交流を創出するとともに、駅ご
とのそれぞれの地域特性を生かしたまちづくりを進め、それらを連携させながら本市の
発展軸を創造していくことが重要です。 

こうした考え方をもとにまちづくりに取り組んできた東西線沿線に対し、都市交通問
題の解消を主な目的として 35 年前に開業した南北線の沿線においては、具体的なまち
づくりの方針がない中、沿線に様々な地域資源が生まれ、駅周辺にはそれぞれ特徴を持
ったまちが形成されています。 

このような認識のもと、沿線のそれぞれの地区の個性（色）を深めるとともに、「駅
と駅」、「まちとまち」をつなぐことによって沿線の魅力や価値を高め、多彩な活動の場
として選ばれるまちの都市軸を形成していくため、東西線のみならず、南北線も含めた
東西南北の地下鉄を介した地区間の交流促進に資する取り組みを推進していきます。 

 
 

 

 

２ 沿線の交流を促進する取り組み施策 
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■沿線の交流を促進する取り組み施策（その１）

本市の新たな交流を生み出すス
ポーツツーリズムの推進に向けて、
４つのプロスポーツ相互の連携し
たイベントの開催や誘客、地域密
着支援などに取り組みます。

関係機関と連携を図りながら、
MICEの誘致活動を行うとともに、
会議参加者が都心や地下鉄沿線の
観光施設などを回遊するような仕
組みやコンテンツづくりを行うな
どにより、交流人口の拡大と地域
経済の活性化を図ります。

「せんだい都心再構築プ
ロジェクト」の各種制度も
活用しながら、都心におい
て次世代放射光施設のデー
タ解析などの支援機能を有
する施設の立地に向けた企
業の取り組みを支援します。

1

国内外の防災力向上に貢献するため、青葉
山交流広場に整備を目指す中心部震災メモリ
アル拠点、荒井駅に併設されたせんだい3.11
メモリアル交流館や沿岸部の震災遺構、防災
について学び・考え・発信するイベント「仙
台防災未来フォーラム」を通じ、東日本大震
災などの災害の経験と教訓の発信や未来への
継承に取り組みます。

次世代放射光施設や産学官金連携に
よるサイエンスパークの整備が進む青葉
山新キャンパスを中心とした東北大学の
各キャンパスにおいて、国家戦略特区制
度等を活用した最先端サービスの導入・
実装を進め、東北の未来を牽引し、将来
を担う若者世代の力を最大限に引き出す
まちづくりの拠点形成を図ります。
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■沿線の交流を促進する取り組み施策（その２）

地下鉄をはじめと
した公共交通の利便
性向上、まちの賑わ
いや魅力の創出など
の効果が期待される
ＭａａＳの活用に取
り組みます。

6
音楽を通じた交流の拡
大につなげるため、駅や
沿線のホールを舞台とし
た「仙台クラシックフェ
ス テ ィ バ ル （ せ ん く
ら）」を開催します。

7

八木山動物公園や八木山ベニーランド、
仙台アンパンマンこどもミュージアム＆
モール、仙台うみの杜水族館など、沿線
のレクリエーション施設と地下鉄が連携
したイベントの開催などにより、地下鉄
の利用促進と沿線資源の魅力を発信して
いきます。

8

多面的な学びの機会をつくるため、博物
館や科学館、八木山動物公園など市内の
ミュージアム17館で構成する「仙台・宮城
ミュージアムアライアンス（ＳＭＭＡ）」
において、様々な情報発信や複数館が連携
した展示・イベントを実施し、単独館では
実施困難な新たな事業を展開していきます。

9

仙台の歴史・文化を多くの市民や来訪者に
親しんでもらうため、博物館や文学館、瑞鳳
殿など市内の９つの歴史・文化施設で構成す
る「仙台歴史ミュージアムネットワーク（歴
ネット）」において、施設間を回遊するイベ
ントの開催などに取り組んでいきます。
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